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近年, カーボンナノチューブやフラーレンなどの

ナノカーボンが金属に代わる構造材料や磁性材料と

して注目されている. 我々の研究では Ag(111)面上に

炭素プラズマを照射する事で生成が確認されている

未知の鎖状ナノカーボン[1] について走査トンネル顕

微鏡 (STM) を用いてその構造や生成機構を調査す

ることを目的としている. 先行研究において, 鎖状ナ

ノカーボンの STM像上での周期間隔 (0.58 - 0.60 nm) 

と C20 フラーレン一次元重合体の第一機構計算モデ

ルの結合間隔 (0.57 nm) が近しい値を取ることこと

からこのナノカーボンはC20フラーレン一次元重合体

ではないかと推測されている. C20 フラーレンは電子

をドープすることで磁性や超伝導性を示す可能性が期待され

ており, 有用な新素材として注目されている. 我々の研究に

おいてはこのナノカーボンについて STMによる形態観察, 走

査トンネル分光(STS), 第一原理計算を用いて, その構造を特

定し, 生成プロセスの理解に至ろうと考えている. 我々は, 蒸

着時に試料へバイアス電圧を印加し蒸着条件を変化させて実

験を行った. その結果, このナノカーボンが炭素プラズマで

はなく, 炭素イオンのみの照射でも生成する事が確認された. 

また, その蒸着条件変化により, バイアス電圧非負荷時には見

られなかった鎖状ナノカーボン Bundle の生成が確認された. 

これについては, C20一次元重合体と C20二次元重合体[2] の可能性が考えられるが, Bundle 間隔や

粒子同士の位置関係から, これは C20 一次元重合体ではないかと考えている. 発表当日は, この条

件変化の実験結果の詳細や Bundle構造から推察できる生成プロセスについて報告する.  
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Fig.1 試料印加電圧と蒸着時の試料電圧変化の関係, 

電圧変化 0Vでもナノカーボン生成を確認. 

Fig.2 試料印加電圧 -10V で生成した

鎖状ナノカーボンの Bundle.  

 

. 

蒸
着
時
の
試
料
電
圧
変
化

 
Δ
V

 (
V

) 

試料印加電圧 VAg (V) 

2 

-10 

0 

4 0 

Bundle 

. 

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)9p-Z05-2 

© 2020年 応用物理学会 100000000-083 CS.6


